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研究成果の概要（和文）：ものづくり企業における組織能力の形成・発揮過程に影響する組織内プロセスの詳細
な実態とそのメカニズムを、国内製造企業を対象とする産業横断的な現場調査と質問紙調査を組み合わせて実証
的に解明した。
理論面では、ものづくり企業の組織能力およびその測定に関する先行研究の包括的なレビューを行い、リサーチ
ギャップを導き、今後の研究を行ううえで有望だと考えられるテーマおよび仮説群の導出を行った。
実証面では、ものづくり企業の組織能力の実態を詳細に明らかにするとともに、実証分析を通じて学術面および
実務面双方にとって有益な成果を得られると期待される「ものづくり企業の組織能力の測定方法」を考案した。

研究成果の概要（英文）：In this research project, we conducted the field study and questionnaire 
survey about organizational capability building and utilizing process of the Japanese manufacturing 
firm.
We investigated the previous research on organizational capabilities and their measurement method, 
found research gaps, and derived hypotheses that are considered promising for future research. 
This empirical research revealed the details of the organizational capabilities of Japanese 
manufacturing companies and proposed the new measurement method of organizational capabilities of 
manufacturing firm. This method will contribute to both academics and practitioners for 
understanding and utilizing organizational capabilities.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
日本企業のものづくり現場の組織能力の発揮とその構築について、産業横断的な現場調査(定性的分析)と質問紙
調査(定量的分析)を組み合わせて実証分析を行い、ものづくり企業の組織能力の測定方法を考案した。それによ
り、開発から生産、販売に至る一連の付加価値創造活動の流れの実態に即した組織能力の把握・測定を行えるよ
うになった。
日本のものづくり企業が、今後も競争優位を獲得・維持するために必要となる組織能力の実態やその構築のため
に必要となる組織マネジメントのあり方について、実証的な裏付けを持つひとつの方策を提示した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
近年の日本企業、特に生産・開発現場を取り巻く環境は厳しさを増している。市場環境では、
金融危機や為替変動、新興国企業との熾烈な競争など、技術環境では、製品の急速な複雑化･デ
ジタル化の進展など大きく変化している。加えて、グローバル化の進展に伴い、国内拠点は、海
外拠点の成長・発展を支える技術・知識輸出拠点として重要な役割を担いつつ、更なる成長の道
筋を模索している。日本企業が、これらの環境変動に短期的に適応しつつ長期的に成長を遂げて
いくための戦略と組織のあり方を明らかにすることは喫緊の課題である。 
 
２．研究の目的 
(1) 本研究の目的は、ものづくり企業における組織能力の形成・発揮過程に影響する組織内プロ
セスの詳細な実態とそのメカニズムを、国内製造企業を対象とする産業横断的なフィールド調
査と質問紙調査を組み合わせて実証的に解明することである。 
具体的には下記について探求する。 
①顧客が享受する価値を製品として仕上げていく「生産」活動に焦点を当てつつ、それらに深く
関連する開発・販売・購買活動等を含む一連の「ものと情報の流れ」の実態を明らかにし、それ
を支える組織ルーチンの現状を詳細かつ包括的に解明する。 
②これら組織ルーチンの束である組織能力のあり方と組織成果との関係を解明する。 
③組織能力の「活用」と「探索」を促進(阻害)する組織内プロセスに作用している要因を解明し、
これらが組織成果に与える影響を包括的に明らかにする。 
④以上の分析に基づき、組織能力の形成・進化過程を分析する統合的な理論を構築し学術上の貢
献を図る。 
 
(2) 得られた知見を国内および海外の学術界に提示するのみならず、組織能力構築のあり方と
競争力のベンチマークを実業界にも広く還元することにより、日本企業が今後も競争優位を獲
得・維持するための組織能力の形成や組織設計、戦略構想をサポートするうえで、実証的な裏付
けを持つ有効な立脚点の一つを提供することを目指す。 
 
３．研究の方法 
国内製造企業を対象とする産業横断的なフィールド調査と質問紙調査を組み合わせて実証的
な分析を行う。主な調査先は、国内大企業であり国内外に多数の事業所を展開している。業種は、
自動車や電子・電機、産業用機械、素材など多岐にわたる。 
まず、対象企業の関係者に対する聞き取り調査と現場観察に基づく比較事例分析を行う。数社
を対象とした予備調査により生産や開発活動等を支える組織ルーチンのレパートリーを作成す
る。その後、調査対象企業を増やして事例の充実を図る。 
次に、この調査成果をもとに質問紙調査を実施し、事例分析で得られた結果の定量的な検証を
行う。加えて、事例研究で取り上げた拠点に対する追跡フィールド調査を実施し、競争力や組織
能力について時系列的な把握を行い、組織能力の構築プロセスの解明を進める。 
 
４．研究成果 
(1) 理論的研究 
組織能力論、経営戦略論、組織論、生産管理論などにおける国内外の研究を対象として、特に、
ものづくり企業の組織能力およびその測定に関する先行研究の包括的なレビューを行い、リサ
ーチギャップを導き、今後の研究を行ううえで有望だと考えられるテーマおよび仮説群の導出
を行った。その成果の一部は下記の通り公表されている。これら公表されたものにおいては、(1)
組織能力の測定に関する理論的考察と(参考文献①および②)、(2)リーン生産方式や工場の戦略
に関する既存の実証研究における限界とその克服へ向けた考察（参考文献③および④）を行った。
今後も引き続き、理論的研究を深めていく。 
 
(2) 実証的研究 
日本国内および海外の製造業の実際の現場を対象として定性的および定量的な調査を実施し
た。そこで得られた情報の詳細について、本成果報告においては、現時点では守秘義務上公開す
ることはできないが、国内・海外の複数の製造拠点を対象に、経営者、工場長および現場管理者・
作業者等への聞き取りと現場観察、および質問紙調査を実施した。本研究期間において、一部の
拠点については、複数時点でのデータを収集することにより、実証分析に利用するデータを充実
させることができた。上記の調査を通じて得られた知見について、研究者および実務家から有益
な示唆を継続的に得ることにより研究の改善を図った。 
また、ものづくり活動の組織能力を測定する方法・質問票を作成し、実務家からの回答を得た
うえで洗練化を図った。この過程を通じて、学術面および実務面双方にとって有益な成果を得ら
れると期待される、「ものづくり企業の組織能力の測定方法」を構築することができたため、学
術論文や学会報告などを通じて、可能な限り迅速に公開する予定である。 
なお、実証的研究で得られた成果の一部は下記の通り公表されている。これら公表されたもの
においては、 (1)日本国内にある 4社の工場を対象として比較事例分析を行い、企業のバリュー
チェーンにおける IT の活用のあり方が設計情報の流れに対して与える影響について詳細に明ら



かにした研究（参考文献⑤、⑥、⑨）、(2)地域におけるものづくり産業の活性化を目的として、
産官学連携による「日本企業のものづくり知識」の一般化および教育・普及のためのスクール（地
域ものづくりスクール）の取り組みとその定量的・定性的成果、および政策上の課題について比
較事例分析により明らかにした研究（参考文献⑦および⑧）を行った。これら公表された成果は、
本研究課題の当初の計画では予定されていなかった企業や団体を対象とした実証研究により得
られたものである。ただし、これらの実証研究を遂行する際には、本研究課題の遂行により得ら
れた理論的知見や実証的知見が活用されている。とくに、バリューチェーン全体における「もの
と情報の流れ」の効率化と IT システム活用状況との関係を研究したり、ものづくり企業の組織
能力の担い手であるものづくり人材が有する暗黙知の伝達・普及について研究するうえで、本研
究課題において得られていた知見は有用であった。さらに、これらの追加的な実証研究で得られ
た知見は、本研究課題を遂行するうえでも有用であった。 
 
(3) 今後は、研究期間全体を通じて得られた実証データや発見事実を整理しつつ理論構築を進
めて研究成果をとりまとめ、適宜、国内外の学会での報告ならびに論文投稿・出版を目指す。こ
の過程を通じて、継続して、ものづくり組織能力の形成・進化過程を分析する統合的な理論の構
築を目指す。加えて、調査対象企業をはじめとした実務家に対しても、研究成果のフィードバッ
クを継続的に行っていくことにより、組織能力の形成や戦略構想、組織設計を有効に支援できる
実証的な裏付けを持つ方策を提示していきたい。 
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